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・ 〔1〕 緒 論 二
炭化水素の爆發風也{は.内燃機醐の燃料と關聯 して 重要な問題であるが,炭 化水素の酸化に
はアルデハイ ドが種々な影響を持つことは,今迄多くの實驗例がある.從つて炭化水素共物の
酸化反應あ研究にはアルデハイ ド白身の酸化機構 を知つて居ることが必要になつて來る.今
此の炭化水素酸化に尉 して アルデハイドの開聯する事寳 を遒ぺ,次 にアルデハイド自身¢～酸.、,
化反應1)に對する研究を逋ぺ様 と思ふ・
〔H〕 炭化水 素爆髏 反嚥 に對 す る アル デ八 个 ドの關係.●
i)峩化水素酸化の申間髄と してアルデハイドの生成
低毅淡化水素と酸素 との 混合物 を橡 め 高温に熱した反應管中に入れ尢場合,.直ちに反慮 を 濠.
超さ豹 一般1域 る蝋1何 等壓力の變 化を起さない・ 鵬 誘導期隅1が侮 オる・ 姫 後颶:
は徐 々.に著はれ,加逃されレ種 々の條件に從つて,綾 徐反應又は爆發が之1.こ績 く,その大媼の








破填 され.るか,又 は反應連鎮.を慱播 し得る様な活性物質が徐々に蓄積されるかである.
の假定の反對として,反 應 さ重 る瓦斯や反應管を充分注章深 く洗滌 して も依然 として誘導期
間が現はれるので胸 反應.を抑制する様な不純物の影響 とのみは考へ られないのである.
』策 一 表'
導期闘の欺態から,測 定し得る反應に移行する際に,何等念
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第二の暇定に蜥して1.エタンの酸化め誘導期闘の間に アルデハ イド示 可成蓄蹟されると云
ふ實験がBoneJとGardher嚇にょ りなされてゐる..、




而 誘導期洲の長 さほ温度の高い稚短 くはなるが,然 し綉尊期闘の終期にイゴ在するフオルム







吸堰スペク トルの濃度.より定量 した結架 を出して.ゐる・ この實驗の結果 を第二隅1で示す.こ






















又 フ.オルゐア'レデハイドの最は反慮の初期で最大 とな り,その後徐々に減少してゐる.又
第三岡は壓力堆加と速度 との關係及び その廨力糟加 こ拌ふフオルムアルデハ イドの量の變化




何れ にしても炭化水素の 酸化反感には途中に於やて フオルムアルデハイドが生じ,それが
蓮鎮餌播に重要な役割をなしてゐることは明らかである.然 し7オ ルムアルデハイド自身が
蓮鎮 を侮矯する活性物質であるか どうかは別冏題である・
践}爆 發又は釋徐反應g誘 導期間に對ナるアルデハイ ドの影響・
先の第一圖に於いて,.炭化水素酸化反應には誘導期間が現はれ るがテそれ.に少量のアルデハ
`盞
P. ...:9 ..一議■一 一■i■幽

























イド.を加へると誘導期間が著 しく短 くなるか叉は杢 く淌失する.そ の 一般の摸型は第一圖め







































に於)㍗てC,H,十qの 焜合物720～730mll田g,温度316。Cの 揚合30分の誘導期闇が1% .
の フオルムアルデハ イ ドを加へた た めに1全 く無 くな り,直:らに反應 を超 し,.且反應時llllも非.・
常に短 くなる.然 しヒれ らは誘導期間 を無 く.するが,酸 化反應 には變{ヒを與へず齪力場加は
同一で ある.然 し此際 ア セ トアルデハ イ ドを加昏 ると直 ちに,燃 燒 を起す㌔ 彝ロ'
SCBoneEG"・dn・fnDath`Cよ.ると第 躙 靦 卸 る如 く・ メ"と 「exとの反mSlctCy一.子
ても,02%のZオルムアルデハイドを加へると酸化反應の誘導期間は60分か ら15分に減少し, .盡
α5%夙ヒ加へるとt誘導期間は泊滅する.然るに此のNk,鱶 力壁化と時1習1の曲線ほ皮應の初ロ
期 を除 いて.以 後は皆7オ ル ムアルデハ イ ドの濃度1こ無關 係に,同 じ傾斜 を持 つてゐ.る.諸
はかSる.酸化反應 に於 いて,フ オ,Li7ル デ丿・イ ドめ或 る2ド衡濃1隻,9Pち以後の酸化反慮.を持....
績 す るに必要 な ア.ルデハ イ ドの最大 隈界量が 存布 す ることを示 し,そ の値 はかLる 實驗 の絛1.
件では0.2%である ことが分 る. 亀



















獅 副 ・ ・1誘欝 反嬲
0-395













鵬 ・の課 ・・鯨 偶 恥 ・・とHll1と.の褓 と醸 り・講 期1正9縫く散 する6で なくf
唯短 くなると云ふのである.
































158八 木.氣扣に於けろ低級アルデハイ ドの酸化皮應(紹 介)π
1
.變化を興へないと去ふ結果を出 してゐみ そ して.アルデハ イドn身14
'や,又 はその酸化生成物は蓮鉚反應の簿播や持綬に何等影饗 を興へ
12





アセ トアルヂ'・イドを力吟 ることによ りて・低温焔の誘導期聞 も又
非常に短 くなるζとを示 してゐる・ これは低温眉の生成に於いても
又活性物質の限界濃度が 誘尋期間のllllに生成するものと考へられ,








アルデハイ ドは.炭化水素の醸化反應の 誘鯨期間を短 くするのみならす,又 共の爆發領域 を
非常に變化さす.例 へばlb"'nendi1}の實驗に於いて,第 七圖の曲線1は エタン 空ー氣のみの
ノ.爆發領域
で あ.るが,そtZtC1%の アセ トアルデ〉・イ ドを加へ ると,.4の如 く著 しい變 化を與へ
.3500C附近lc於いて負滑 度 係數 を持 つeCiCなる.2は エチ
ル アル.コー ル の揚 合t"あるが,そ れ に1%の アルデ).・イ ド
を加へた時 は,點 線で 示す如 く變 化す る.3は アル デハ イ
下 自身 の爆發領域 で,.斜線で 圍ん だ部 分は低温娼の 生ナ る
'範圍で あ る.
第八 鬮は プ ロパ ン 察ー 氣12⊃の混 合物 の揚 合で,同樣 な影響.
が 見 られ る,曲 線1は
壓力(氣壓)
。。 ・' .1・1'5・ ・7・5%の プn'{ン啌 氣.
5001混 合物の爆發領域,2
400F㌔ レ''"と3は1蜘 び2%の
ロロ もロへ300,プ ロピオ ニツ クアル デ
frOO' ハ イ ドを加へ た場 合,4
























1・."耻の簸 結燃 りして,炭化水素の爆發叉瞰 化反應耐 しては,ア・げ ・・イドが極 な
、.關聯.を有してゐるζとは明らかである・ 故に炭化水素の酸化反應.を知るためにはアルデハイな
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No.5 八木.氣 胡に於"る 仮級アルデハイドの酸化反醸(縮 介) 159
〔皿 【〕 フ オル 厶 ア ル デ ハ イ ドの 酸 化 反 應
フオル ムア ルデハ イ.ドの酸 化反慮 に對.してはBonel3】,Foぱ及HinshdwoodH,、Spenc♂鋤 及
び,最 近 では 象ylelの等の實験が ある.之 等の實驗 に於 いて一致 してゐ る點 を列畢す る と,
i}炭 化水素 の揚合の如 く長 い誘磁期 聞が見 られな い ことで.一 例 を示せば,.第九岡の如 く
で あ る.
ii}又第九闘で見 ら.れる.如く フオルムアルデハ.イドの 濃度の増加は非常.に反應 を促進 さ.せ




























































































iii}次にか 、る.反應 に對 す る表 面の影 響で あるが,Askeジη は石英粉末 で充填・した容器 で
は,.反感は非常 に遲 い.ことを見}llし,Fort及Hinshelwoodは又石英 球で充嗔 した揚 合は297qc
で も反應は殆 ん ど進 行 しなV・ことを見出 した.Sり・1eは弗化水素で處理 した場 合には抑制 され,
.水銀 の存在で は反應は非常 に速 くなる ζとを見mし てゐ る。





な る機櫞 を昆出 してゐ る.17オル ムアルデ～・イドの酸化の生成 物はCO,,H20が」三で,CO2は
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,"、 、・ ・▼㍉'.、.物 理 化 学 の 進 歩Vol
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筏雜である.表 面の影饗 に就いてSpencel働のや 、定飛的な結果は第六表の如 くで,充嗔せる
雑や細管の揚合.には殆んど腿力變化を認められなかつた り.,又蹤力減少を起す様な楊合 も.あ






2 7.2 一71 .5
4 39.0 37.3




伽 に示す實驗 は その」 洌で ある・ 一
フオル ムアルデハ..イドの酸 化反應 に對 しては次 の如 き二様




(1)式で は壓 力増 加が起 り1(2)式で は壓力の蠻 化が ない・
硝 子で 充墳 した揚 合には,(2)式め反匳が 主と して起 り,(1)
』式
の.反曄は餘 り起 らない と考へ られ る.第 卜二欄 に於 ける二
つ の實驗 で は反應 め結.果生破 した水 が硝子 に吸着 され た と考






















47%が吸漕 され た ことにな る.4の 曲線で 充堀 し友管 での吸着は53%で ある。 然 るに徑2m」n.
の管 でめ曲線3で は53.5%もの 水が 吸着 され ることにな り,充填 した場 合 よ りも以上 に水が 吸
漕 され る樣 な ことは 考へ られ ないか ら 曝力減 少の原 因に對 レて,他 に7オ ルムア孕デハ イ ド
の重合 を考 へ るべ きで.ある・
i▼}酸 化反應 に對 す る温 度の影 響・.
温 度の影響1と對す るFOrヒ及HinshelwODd並び にSpenceの結 果を第 七表 に示す・
Fort及Hio3helwOQaの表は牛減期 を,Spence.は初逑 度で比 較 して.ゐる..活性化 エネルギ ー
と しては前 者は20.6kcais.Spenceは4≧減期 に依 う方法は 不正 確 な りと して,初 逑 度の温 度1系 ●
數 よ り 鷲.6Kcals.を輿へ てゐ る・
v)反 應動 力學 及び反應機罹・
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八 木 」 鍼 柑 に.於け る慨 繕 アル デハ イ'ドの駛 化 反慮

















































































・・〒・… 一{暑羅 ρ ・
0一







この式.に實験値 を代 み して
一d〔C脚 〕但同 ・17×10『〔甲 ・0〕2-a2】x10『2〔CH・0〕+1β89危
積分 型は,.
_t=躍81」5昏tan-1xハ 〔9.545.x10膾2詛{a-x)十3陰755〔2a-x)十158.1〕
この式.より計 算 した値.を第五表 に並 記 した,.兩者は滿 足な 一致 を示す もめ と考へ られ る.
ζLl恥 貯 ・レデ"イ ドの初黶.・ はア・げ ・・イヂ の渺 黶lt.は時 間 吩)で あ§・












































































7一 ▼"・."響.「「r㍗押 耳 舳 帰 ・一=.彦闇「累7写 唖7.『7「;鹽腎
聶 一 鳳 『 一.' ^罰.望 噛 聰 じ 物理化学の進歩丶VoL15n(1941)
162 八木.無 租に於ける低級アルデハイ ドの戯化反慮(紹 介)
'
VoLXV
SnowdenとSりPleはフオル ムアル デハイ ドの吸孜 スペ ク トルの 濃度か ら,ア ルデハイ ドの濃
度 を定 めて フオル ムアル デハイ ドの酸化反應 を行 つた.フ オル ムアルデハ イ ドの減少の速度













。.SpenoeK=4,4x10-3C冐20(」◇ 曲線はSpcuceの寅驗 結 梟を.參考 に並列 した.
'S興odenK=L42×104【,=29(下〕 生 成物がCO
,H圭0.と少量 のCO9で あること,CO2が(3)






上 の機構 に於 いて,中 間生 成物 ρ李衡 濃度 を假定すれ ば,坎 式が誘導 し得 るので あ る.
dFアdξ罵KF{F-C)
Fは アルデハイ ドの濃度 を,K及 びC『は恒数で ある.こ




こ 丶にXは 壁 で一次 的に生す る活性 な過酸 化物 である.此 式
を鬪1ヒ示す と第十三 鬪の下の曲線 で點は簧驗 値で ある.上 の
幕 著 ・(F_k4k2)一脚 C}
こ 玉に
K一告 ・一}.
である.但 しH2及 びHCOOHの 生成は無競してゐる.又CO2の生成は吹式で表は.しうる.
2k3F2
味 つて アル デハ イ ドの酸 化反躍の連 度か ら得たCと.,COgの 生成 よ り計算 したC.と を第
八表 で比較 した るに餘 り好 い一致 は得 られ なかつた.速 度 よ りす る敏は,C{00」よ り約2僖 大
で あ る,






0望 浬度 HcOOH K×10-3 ・(遼度)1・働
珈 100 317 一 生4 册 15





291 11.1 L20 29 15.5
.loo 150 29且 L9.0 生1 16 9.5
.100 150 291 18β ら3 14 9.3
=100 伽 謝 ag 0.93 30 10.2
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八木・氣相に於ける低級 アルデAイ ドリ酸化反慮(紹 介)
・ こ 」
.
物 理 化 学 め 進 歩,ol∵一.}n.
163 ・
然 し型式.的には,CO2生 成量は上式.でよ.く表は し得 られ,そ れ は第 十画鬪 に示 され る.黒
默はSpenceの結 果で ある・
事賓 反應は か 」る機構以上 に複雜で ある ことはKの 値が 一致 しない ことよ りも分 る.Cは
恐 ら く接 觸灰熄iの.逑度恒 數 を含 んでゐ るか ら,實 驗 條件 によ りて非 常 に.變1ヒす るのはむ しろ
常然 で あると考へ るざ きであ る. 一
vi}Norrishと釦 叮utheド}とはCH20十 〇2の光化學的酸 化 を研究 してゐ る.そ の結果 を
鬪 で示 す.と第十五鬪の如 く速い歴 丿丿減 少が起 る..一
100m.m.CH20十100m.n1.0,の梶 合物で混度は1000Cの場 合46m.m.の歴 力減 少が 起 り,










































〔1V〕7セ トアル デハ イ ドの酸 化 反應
i〕器壁の接鯛作用.
アセ トアルデハ イドの酸化反應は少 くとも二つに大別 し得 る.一つは比較的低温で60～1500
の 閥で起る反應で.生 成物はPe旧㏄Ucacid,Cq等である.
フオルムアルデハイドの揚合と反對に表面の増加 ζよつて反應はむ しろ促進 される.又KCl
で反應容器を處理すると反慰を促進す る.又 反慮容器の新 しい問」ま多少誘導期問が見 られる
が,使用するに從ひだんだん短 くな り,途には誘無期聞がな くなる.客器をよく洗滌するか又
充分排氣すると再びこの影響が現はれて來 る.
此の反應は 高温では 却つて減少 し,事 實充分 充墳 した容器での 酸化反應の速度は150～鹽



















温 度 アル デ ハ イ ド 02 02(隅d} 一4P {卜60(分)
99.9 260 254 】56 156 36,2
99.8 483 249 243 239 10,2
99.6 253 479 150 コδ2 34,2
99.8 249 臨 109 106 37.0





























































































壓 力の減 少が10m.m.か ら60m.m.に要す る時悶 を以つて比較 した.充 填 やKCIの 碍理 で
促逖 され るカ㍉H醤03で 洗滌ナ.ると再び速度は遲 くなる・ 然 るにPρa㏄ は充」奨によ りて表 面
が,10～20倍 にな るのに遖度は その割合で墸加せす3～4倍 に増 加す る.のみで,こ れは 不均 一
系の 反應 のみな らす又 氣相系 の反 患の存在 を暗 示す る もの と して ゐる.
雌}反 應機 構 と反晦 動力學L




;皀IIちPemceticaρid{P}の生成の逑 度は アルデハイ ド.の濃度め 自乘1こ比例 し,酸 素 に.よ.りて・
抑 制 され る・



























速 度恒數は上 の逑 度式 と共通 で ある.先 づ アルヂハ イ ドが 一次的 に活性北 され(1),02≧屎慮
して活性 中間體P'を 作 り(2),P'は薪 しいアルデハ イ ドを作用 しで,生 成物Pと 新 しいA'.
を.作り蓮鎖が傳播 され て.行く(4).P'は器 壁で失活 して生 成物 を生 す るが(6),又氣相 で02
と術 突(5)して も失 活す る・ このた め逑度式 中に02に よる抑 制作 用が現はれ るのであ る.
アセ トアルデハ イ ド.の酸 化反應は その他Hatcheμ⊃,Steacie,Howl血1d,Peace2ヨ}等に依 りて 一
研 究 され てゐ る。翫eacieの結.果は 恥dehsteihのと.は.多少 異 な り,反應速 変は アルデノ、イ ドの
濃度 の1.7乘に比例 し,酸 素 濃度には無關 係で ある.ζ れは 反應容器 の.表面の欺 態 によるので.
あつ て,容 器 の新 しい間は誘導期 聞 を示すが,實 驗 を繰返す と徐 々に逹 度が 墸力"する傾 向が見
}ら れ る・1'e・Cゆ撒 もア・浮 丿・イ ドの融 の 髞 に比例 し・酸素 の濃度 には鑼 係であ る・.
此 の實驗 例 を示す と,第 十表 の如 くであ る.
第 十 表(P叩ce)
温 慶 ア ル デ ハ イ ド 0鑒 1 一 」P tm-60(分)









P友 ぴAは それ ぞれ.Peracedcacld及びア ルデハ イ.ドの濃度 を表 はす.酸 素に依る扣制 作
用は全 く.見ら2「しなv丶
Ubbeiohdeは溶液 中に於 け るアセ トア ルデハ イ ドリ酸 化反應 に對 す る 磁ckSLrδm罰の機構が
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か くして,S【eacie等の實験結 果に一致 す る知 き醍素歴 に無 關 係な速 度式 を誘導 し得 る.髄
又No㎡sh,gCarruthe聡,Bowen,Tieげ}等のアル デハ イ ドの光化學的酸化 の嬲 合に於 いて も
02に 依 る影響 はな いといふ結 果 になつてね.る.例へ ばBowen,T颱㎏ の結巣 を第十 一表 に示












































時,露 光の時間は.15分,,艾應 した 五匸斯.
をKI溶 液 に通 し,生 成 した過酸化物
に依 り'て遊雌せ る 裏,をN/100NaゴS,0,
溶液 で滴 定`y〕 した.寅 驗結果 よ り,
過酸化 物生成の逑 度は,
d(響 一・/丁(・)・
アル デハ イ ドの濃度 に比 例 し,吸 牧 した光量 〔Llの李方楔1匸比例 する.逕 鎮 の長 さは約1000
の程 度 で,Nor補shの結果 の9～10と は大いiこ異づで ゐる.Rolle臨on鋤は之 に封 して,吸 牧 さ
れ た光 量子の一部 のみが 連鎮 を偉播 す る もの.として,連 鎮の長 さは量子收李 よ りも大 であ る
と して ゐ る.ア ル ヂハ イ ド酸 化の機 構1こ就 》・ては,獪 正ewi碑.とvonElbeはLeemaker鋤,
Rolle㎞鋤 の光分解の結果 よ り次の如 き擾罅 を拙 して ゐる.ア ル デハ イ ドは 光を吸牧 して先




この反應は高温 では一贋逑 くRollc㎞n躡}の實験 に於ては300。で約200～300,350。で約700
の 鈷子收 串 を示 レてゐ る.






































生働 ばDi・㏄Lyl陟・。・idcである・ 李鰍 態 鯲 けるP・繊i・ ・ρidの生成 の攀 は・
一d(C聖 呈◎OH'一》 萋 〆』r… 護H・・ ..・
にて示 され,此 の結果 は80wen,Tie隠の實驗絎 果とよ く一致 す る.
フオル ムアルデハイ ドの楊 合は 光 に依 りて直接 解離せ'タに 先づ光 化學的 に勵起 された フォ
ル ムア ルデハ イ ドが02と.反 應 し,
HCHO*十〇2=OH十HCOO
OH十HCHO需H.0十HCO.





低 沮度ではCOよ りもHCOOHの 生 成が 多V・か ら,次 式 の如 きHCOOIIを 生す る反應が
主 に起 ると考へ る・
HCO十HCHO十 〇.一→HCOOH十HCOO
此 の反應は三重衡突で な くて,HCHOの 重合 による{HCHO)nHCOな る重合體 と02と の 。
反應 と考'へる・商温 では先の00を 生 する反應が.1三に起 る もの と考へ られ る.
かLる 光化麒的酸 化は アセ トアルデハ イ ドの高温 に於 ける 氣 和系逑鎮 反慮に對應 す るもの
と考へ られ,高 沮1匸於 いては過 酸化物 で'ikらす更に分解 して,生 成物 はCO,H璽0及 びょ り









(1)式の 反應が 連鎮反慮 で,



























































































かsる 最 後の段階の フオル ムアルデハ イ ドの乗成はIIOKcalの發 熱 を律ぶ.9Pち 中間軅 とし
て.止る暇 な く急激に フオル ムアルデノ》イ ド迄分解 す る.こ の際發 す るヱネルギ ーは,ア ルデ
ハ イ ドや淡 化水素 の 商温酸{匕の際の發 光現娘のエ ネルギ ー源 として 説 明す るの に適當 してを'
り・且つかLる 發 光の際は .必t7オ ノレムア ルデハ イ』ドの生 域 を俘ふ ことcよ先 に逮ぺ た如 くで
あるが,か 」る事實 は上の酸 化機構.に對す る一つ の裏書 をなす と.考へ られ る.ア セ トアル ヂハ
イ ドの酸 化の際 に生す る低温娼 に就 いてばAivazovとNeumannss)の興 畦あ る研i完が あ るか
ら次 に紹介す る.
iii}アセ トアルデts4ドの酸 化反獲に於け る低澀焔の實驗.
ノ
アセ ト.アルデハイ ドと酸素.との灘含物 を豫め.200ec一一40Q℃に熱 した管中reas入すると,或
る誘導期間を經たる後低温啗を生 に壓巾の堆加を俘ふ攣化示起る.かLる 招 の生する領域を

















曲線Aは 低温 焔領域外 の揚合であつて
曲線Bは 低濃啗領域 内の暢合で あつて,或 る誘導 期聞の後に







や 」綾慢な鮗力の減 少が起 る・
急 に壓 力の墳加が起 り,低温焜 を起 したる後冷却による囈力減 少が ある.








たので あるが,ア セ トアルヂノ、イ ドの揚合にも.當てはま り,n雪1.2の値で:ある.
.監 一 ■卩一 一 2.、_'.hム ー ■ 一-
嬰..、'瓦 ご,'・ ・7ド τー
聾軌5
.曝 馨 ∵㌣,『F篇,鑼鑷.や州
八木.氣 棚に於ける儀級アルヂハイ.}'の酢化反嘩(翻 介} 互69
「
濯
.〔V].プ ロビルデルデ八 イ ドの酸化反應 ㌦
・。・。プ。デ.,あ 酸化。齢 ・・,ア,.刺 ・。鍋 合、同贓 一嘱 ・∴ ・
Steade臓HatcheらRo関11bergの實験 を紹 介す る.實 騅 は120。～1700の範圍 で行なはれた詰 .』・
果 を第・卜二i長に示す..






150,8 2.52 20.OO 73




150,S L36 m.oo .71
150.8 LOl 8.85 マo.
.15α8 LO6 9二40 B9
150.,8 0.90 &S5 63





























芳ルデハ祥 の種々ρ濃度闘 す る酸素の嬲 は第+九 岡に示さμ・o凋"・②比が2μ 一1・
の揚合に1‡,速度は酸素め濃度には無闘係になる..酸素雌之よ り少い揚含には,速変は小にな・














第+九 圏. ....第.#ロ.卜 .圏
・第 二十岡 は酸素壓 づ定 の揚 合,ア ルデハ イ ドゐ顔度あ影響 を見た.此 の直線 の鱗斜 か ら速
度 はア 丿げ ハ イ..ドの諱 度 の1・8～2・1乗で あ.る・.故に酸 素の除 眇 くな い限 り・反應逑度は次
0式 で 示 し得 る・"..' .2
・d〔C柴CHO〕一≧〔ら・卿}「 ..
アルデハ イドの減 少速度はアルデハイドの濃度の自乘に比例し・酸素魘 には無關 係であ.る7
馳d尠 は酸紊に依る抑制1抑 を宗す項を含まぬ式を誘導する爲に,1アルデハイドが一次
L的 に活性化























































































な る結 果を得 て腸 るづ
第 二+一1聡 アルデハ イ.ドの壓 力力言職 ユ2,{弛m・の三 つの揚合の .(知一T1・}と絶 對淵 度,















フオル ムアルデハ イ.ドの際 は,曲 線 に屈曲力.覡はれな い。
猫 プ ロピルア ルデハ イ ドと酸素 との系に於 いては何・等爆發
.限界あ如 き ものは認 め られす,温 度やア ルデ〉・イ凵ドの濃度 を
.垉.しても,建 度が増加 す.るのみで,.不迚績 な爆 發現 象は超 き
な いといふ縞果 になつて ゐる。.　
然 るにKam,(漁nlberlein,TO粫セnd黝はifli壓に於"て 爆
袞 限界 を測定 して ゐ る..その結果 を簡 單 に紹介す る.
第二十二岡 に於いて,曲 線.1はフオル ムナ ルデハ イ ドと筌.
氣の8%混 合物,曲 線,2に同 じく.16%,曲線3は フオルムア
'しデハ イ ド.と酸素 との8%混 合物 の揚合,.曲線4は 同 じ く16%
の場合で,
第二十ミ圖に於いて曲線1,2,3.はそれぞれアセ トアルデハイ ドと黍氣 との混合物.517,10%



























































































N・・5.八*1-siAli・ltit・ 鰍 獅 デ・w噌 化ms(翻 .t7t .・.'t
第}晒 岡に於 いて曲線1,20.3は.それぞれ ブ ・ビルァ'・ヂ・・イ ドと室氣 との混合物.3%.∴ ・





に輔 蛾 似 雌 終生成物が 獅 多陣.陥.と と・器勒 蹲 繦.く .冂・つ共の接酢 月ゆ ..
性質が粉 知 られて.居らぬζと汲 び短生命の灘 な欄 蛾 物 を捕獲.し得ない等め聯 畑 ト.
多くある・ 』 、
然し7オ ルムアルデハイドの酸化反應では,COが 生成 し壓 力増加を趨 し,且つpa曲 恥...・二凋ロ
la、vに從ふ逑度式示興5ら れ,ア セ ト.アルデハイ ドの揚合には,酸化反應は二種あ}).,一つば..
年較的低温に於いて起 ㍉ 器 壁の影響強 く.,.且囈力の減少を俘ふ反應 と,他 は氣相均」系蓮
郷 脚 ある・反囃 齦 爛 ア・げ 一イゆ 灘 酬 剰・姻 し・酸素1・零 瞭 蘇 ム.客靄
は壁の離 等によ.りて 酸素朔 卑制作ITj.を鶴 ・る一・ 猫力 ・ピ・t・7'ルデハ.イゆ 醐離,テ 匂=..』・'
ア'断 ハイド猷 翻 髄 融 が得 られて属.』 『
'
、 文.
1)」 ・st,w.,・ex)Ofalt:o'tS研〆 陥 伽 〃1'〃伊 防"亨
9t'i'lge'〃CaSt〃・.7S虚a73・
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